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Ⅰ．研究の背景とねらい

1　動感をとらえる運動観察
　本研究の目的は，体育科授業の運動学習領域に
おける運動観察の能力の現状を調査することにあ
る．「運動観察」をスポーツにおけると限定しても，
その捉えられ方は一義的ではない．本研究では，
例えば〈逆上がり〉を身に付けようとするときに
自分の身体感覚として体験する「動きかた」につ
いて，動きのコツやカンを読み取る，動きのよ
しあしを色分けする，動きの目標像を想起する，
学習課題を分析するという動感（金子，2005，
pp.304-308）の観察という意味での「運動観察」
を取り上げる．したがって，練習への参加態度や
運動活動量を分析する行動観察とは区別される．
スポーツ技能を身につける練習活動において，

これからやろうとする動きについて見たり聴いた
りして，運動目標像を想像し，その動く感じを自
分の身体感覚のなかにつくり出そうとする．そし
て，何度も試行錯誤を重ねるなかで曖昧模糊とし
た運動感覚のなかによい感触が起こるのに気づき
はじめ，上手くいくときや上手くいかないときの
動きかたの違いが分かるようになってきて，コツ
感覚の出会いに近づいていく．できるようになっ
た後も，安定洗練してできるようになるプロセス
では，目指す動きの運動感覚を想像しつつ練習を

重ね，試行した動きを振り返るなかでその運動感
覚を想起し，運動感覚のよしあしを色分けする作
業を何度も行って動きを高めていく（金子，
2009，p.103）．
　このような動感形成の努力過程において，「運
動しているさなかに感じる自己の動きの感覚」を
捉えることは，どのような運動目標像をもってど
のような感覚意識で行っているのか，そしてそれ
に対する学習課題は何かということを分析するた
めの重要な拠点となる．
コツやカンの運動感覚が意識に上らないままで
も「わざ」は身につけられる．歩行はその例証で
ある．また，卓抜した技量の選手であっても，自
分の動きについて説明できないことは珍しいこと
ではない．しかし，自分がどのように動いている
のか，どのような感じでやっているのか，その感
じはよいのかよくないのかという動きの感覚を言
語化（注 1）することによって，広く伝え，教え合
うことの可能性が拡がる（クルト ･ マイネル，
1981，pp.370-371）（金子，2007，pp.136-156）．

2　学習指導要領における運動観察
　自分や他者の運動はタブレット端末やスマート
フォンで撮影映像すれば手軽に即時的に見ること
が可能だ．試行と試行の合間に自分の動きの動画
映像を確認することは，日頃の体育授業のなかで
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も広く行われるようになっている．また，学習目
標の動きを動画映像で説明することも一般的であ
る．ここで，その映像から何を読み取るのか，読
み取ることができるのかが問題となる．
　動きをできるようにしたいのであれば，「どん
な姿勢で動きを展開していくのか」「どこを意識
してやるのか，あるいは意識しないでやるのか」
「どんな動きの感じでやるとよいのか，あるいは
よくないのか」「よいときにはどんな動きの感じ
がするのか」「よくないときにはどんな動きの感
じがするのか」といったことを映像から感じ取り，
感じ分けることができるのかが問題である．目指
す動きにおいては，膝が伸びているとか曲がって
いるという客観的事実については映像をみて確認
することは誰もができるが，それを行うためには
自分の運動の感覚に落とし込まなければならな
い．それ故，映像から「どのような動きの感じな
のか」を読み取ることが必要になるのである．注
目させたい局面を示すとしても，どのように行っ
ているのかを意識できない動きの改善は難しい．
このような動きの感覚を伝え合うために「動感を
捉える運動観察」が求められる．
　このような運動観察は，保健体育科の教育にお
いては「運動観察の方法」として学習内容となっ
ている（文部科学省，2017 a，2017 b，2018）．具
体的には各運動領域に設定されている「知識及び
技能」領域と「思考力，判断力，表現力」領域の
指導内容に示されており，小学校低学年から高等
学校まで徐々に高められるように指導が行われ
るように構成されている．このように，運動観
察は，意図的計画的に育成することが求められて
いる（注2）．
　「運動観察の方法」とは別に，運動観察に関係
する学習内容には，「体育理論」領域の「運動や
スポーツへの多様な関わり方」のなかで「見る」
が取り上げられており，「見る」に関しては次の
ことを理解できるようにするとされている．「見
ること」には，例えば，テレビなどのメディアや
競技場での観戦を通して一体感を味わったり，研
ぎ澄まされた質の高い動きに感動したりするなど
の多様の関わり方があること」が理解できるよう
にすると記されている．ここで，「研ぎ澄まされ

た質の高い動きに感動したりする」ことを保健体
育科という教科固有の「見方・考え方」から捉え
るとはどのようなことなのだろうか．
　スポーツ観戦の仕方に関して齋藤は，スポーツ
をよりよく発展させるためにシステムやルールを
考えるという視点や，それぞれの競技固有の「身
体の知恵」という身体論の視点で見ることによっ
てより楽しく深く理解できる．「潜り込む感性」
でスポーツを見ることによってアスリートの認識
力を味わうことができるという（齋藤，2007，
pp.42-52）．この身体論的認識方法は，動きを身
に付けたり伝承するための運動観察でなされる動
きのコツやカンを捉える認識方法（金子，2005，
pp.117-119）と通底する．

3　運動観察能力の指導実践に関する先行研究
　運動学習における運動観察の意義について，金
谷らは自身の身体で感じていることを対象化して
分析するという「運動の自己観察」を伴う意識的
な運動学習が，高等教育における教養科目として
教育的価値があることを人間学的教育学の視点に
立つスポーツ運動学の理論（注 3）から論証してい
る（金谷ら，2019）．
　運動観察能力の指導実践に関しては，森が動感
運動観察能力を育てる方法論として「動きの動感
画」の描画法を例示して論じている（森，2015）．
この研究のなかで，動感画を描く作業では，動き
の特徴を捉えてその動きのスピード感や動きの感
じを表そうとするので，高速撮影された写真を機
械的に並べた連続運動図とは異なり，どの局面の
動きを選ぶのかを探索することになる．また，動
きの感じがよく伝わるように動作を誇張して画を
描くので，この作業のなかで自身の身体の感覚を
動員して感覚世界のなかであれこれと動作を試し
て行い，それを対象化して動感画へ写し出そうと
する．自己のふり返りのなかで意識に上らない局
面は動感画のコマに選ばれず，また曖昧にしか捉
えられていない部分は曖昧にしか描けない．この
ようなことから，人に動きの感じが伝わるように
動感画を描くトレーニングをすることは，動感運
動観察能力を育てることになるという．
　動感画を活用した運動学習の実践研究では，学
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習者が練習活動のなかで動感画を描いて動感運動
観察を行い，それを媒体にして仲間と動感コミュ
ニケーションをとる活動を取り入れた学習方略に
よって，多くの学習者にコツを掴む学習が促され
たという研究報告がある（松田ら，2017）．この
研究では，中学生の器械運動学習において同一の
指導者が 3カ年継続して観察指導を行っており，
学習効果に関する学習者の実感報告も一過性の感
情的なことではなく信頼できるものと考えられ
る．しかし，学習者すべてに著しい効果があった
わけではないので，さらに研究を重ねる必要があ
る．
　ビデオ映像を活用した運動学習は学習意欲を高
め学習活動を活性化させることはよく知られてい
るが，課題として ICT を活用して見るべきポイ
ントが指示されてそれを理解していても初心者に
は「見えていない」という問題がある（渡辺，
2021）．運動観察能力は視点を提示して映像を見
てもそれだけでは高まるわけではない．近藤らは，
自分の映像をふり返り分析する演習では，外形だ
けに注目するレベルに止まり，自己の動感を意識
化してその内容について述べることは難しいとい
う課題があると報告している（近藤ら，2019）．
　運動観察能力の育成は平成 20 年の学習指導要
領から要請されているところであるが（注4），これ
らの先行研究の報告からは運動観察の指導の改善
工夫が求められていると考えられる．この問題に
取り組むに当たり，まずは個人の運動観察の能力
がどのような現状にあるのかを明らかにしなけれ
ばマクロ視点からの傾向調査はできないだろう．
そこで本研究では，個人のなかでどのような運動
観察がなされているのかを調査することを目的と
した．

Ⅱ．運動観察の内容

1　できあがっている動きの観察
　先述したように，自分の運動を意識的に修正し
て新しい動きかたを身につけるには，学習者には
運動の自己観察が必要である．この運動の自己観
察の内容について，佐藤はその階層構造を示して
いる．それによると，① 「気持ちよくできた」と
いったような運動感や感情的印象，② 「後ろ足に

体重がかかっている」といったような原初的知覚，
③ 「タイミングが遅れた」といったような分析的
知覚，④実際の現象，ならびに知覚や記憶に基づ
いて自分の運動経過を想像的に表象する解釈図式
の形成が示されている．漠然とした運動感や感情
的印象の報告も自己観察内容であるが，それらは
観察技能としては低次であり，「原初的知覚」「分
析的知覚」「解釈図式の形成」の順に高次な自己
観察内容となる（佐藤，1999，p.23）．
　本研究では，動いた直後に，今行った動きのな
かで直接的に得た動感をそのまま取り上げて動感
画に写し出す作業が行われているわけでないの
で，内観を高次な「解釈図式」と捉えても，その
元になる知覚をどこから得てくるのかが問題とな
る．しかし私たちは，単なる空想やメンタルリハー
サルではなくて，イメージのなかで自身の運動感
覚素材を働かせて運動を行うことのできる可能性
をもつ（金子，1987，p.123）．そう考えると，自
分の動きを再想起して動感画に描くことは，本人
のなかですでに「できあがっている動き」をイ
マージュのなかで遂行して，感じたり気づいたり
することを分析することになる（山口，2012，
pp.156-165）．

2　意識されていないことは示されない
〈逆上がり〉ができるのはそのコツを掴んでい
るからである．自転車に乗れるのは自転車に乗る
コツを掴んでいるからである．それらのコツを自
己観察して説明しようとしても，その全てを語る
ことは難しい．意識的にやろうとしていたり，意
識できたりすることは語れるのだが，いつのまに
か勝手に身体が動いてくれていることは意識しよ
うとしても意識に上らないので，質問されても答
えられない．佐藤は，意識に上らないことでも運
動を成すのに不可欠な動作があり，技能上級者が
語ってくれたコツは初級者にはまだ役に立たず，
上級者が意識下で行っていることが初級者にとっ
て必要なコツであることを例証している（佐藤，
2007）．
　このように動感世界は，意識に上る世界と意識
に沈んだままの世界とがあり，これは ①受動的
な動感発生層位，②受容的な動感発生層位，③ 



− 16 −

動感画の描画からみた運動観察能力の現状に関する一考察

能動的な動感発生層位の層位構造をなしていると
いう（金子，2015，pp.158-162，pp.187-190）．受
動的な動感発生層位の〈受動〉とは，「受け身」
という意味ではなくて，独りでに自然と動けると
いう意味である．つまり，「こんな感じでやろう」
と動く感じを意識する以前に勝手に身体がうまく
動いているという状態である．能動的な動感発生
層位は，「こうすればうまく」と動感意識を顕在
化させ，努力して自由に動けるようになる動感発
生層位である．受容的な動感発生層位とは，受動
と能動の中間層位で，上達欲求などで動感の意識
化が触発されるような状態の層位である．
　動感はこのような特性をもつので，ある動作を
制限したやりかたで行ってみるという〈消去法〉
（金子，2007，p.334）や〈脱構築〉（山口，2012，
p.161）と呼ばれる作業を意図的に行わないと，
たいていは能動的な動感発生層位の動きに関する
ことしか学習者からは報告されない．つまり，な
んとなくぼんやりと感じているが意識に上ってい
ない類いのことは動感画に描画されるとは限らな
い．一方で自身の意識に上らないことでも述べる
場合もあるが，その場合，外部視点からの映像記
憶や自身の運動目標像が含まれていることも考え
られる．

Ⅲ．研究の方法

1　調査内容
　調査内容は ①動感画と ②授業の感想とした．
動感画については，自分の経験してきたスポーツ
種目を自由に選択し，そのなかから一つの動作を
取り上げ，その動感画を描かせた．描きたいスポー
ツ動作がない，あるいは思いつかないという受講

者には「垂直跳び」を描くよう指示した．授業感
想については，調査対象の授業受講後に自由記述
による感想を求めた．

2　対象者
　某県内の高等専門学校の 5年生 135 名．在籍す
る高等専門学校の体育科では，これまで週 1回の
授業を行い，スポーツ種目・運動領域は，1年次
には陸上競技，水泳，バスケットボール，2年次
にはラグビー，水泳，バレーボール，3年次には
ハンドボール，水泳，サッカー，4年次にはテニス，
バドミントンを行っている．
　技能の傾向は，体力テストでは，全国の同年齢
と比較すると全体の総合点はやや劣っていると
いった傾向があり，運動技能レベルについては，
高い学生と低い学生の二極化という特徴がある．
また，技能の上達のために動作のコツを思考した
り，教え合うといった様子は見られない．しかし
スポーツへの参加意欲は比較的高く，積極的に
ゲームを楽しむ子がほとんどである．

3　対象授業と調査手順
　体育科の授業目標は生涯にわたってスポーツを
楽しむための基盤を身に付けるとなっており，1
年間で全 30 回実施している．そのなかでスポー
ツ運動学の紹介を 1回取り上げた．この回の授業
内容は，運動・スポーツ動作に興味を持たせるこ
とである（表 1）．
　本授業はコロナ禍により対面式でなくオンライ
ン授業で実施した．資料はプレゼンテーションソ
フトのパワーポイントで作成し，動画を盛り込ん
で構成した「スポーツ運動学とはどのような学問

表 1　授業の概要

1　単元　保健体育Ⅴ
2　授業者　第一筆者
3　学習者　某県内の高等専門学校 5年生（計135名）
4　授業計画（90分）

配分時間 内容
10 分
15 分
15 分
50 分

スポーツ運動学とはどのような学問か
為末大選手の運動指導，運動観察の見方・伝え方
“運動神経”について
動きの動感画を描く・授業の感想を書く
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か」，「形ではなく力をみる指導」，「運動神経が良
いとは」の順に授業展開し，『運動』について興
味を持たせ，自分自身の運動動作の振り返りのと
ころで，動感画を描画させる演習課題を与えた．
調査対象者への動感画の描画作業の指示は，森の
動感画演習のテキスト内容に示されている演習問
題を利用して（森，2015），次の手順で進めた．
①まず始めに「水たまりを飛び越える」動作を 3
コマで描く練習をさせた．②次に，「軽い箱を持
ち上げる動作」と「重い箱を持ち上げる」動作の
動感画を描く練習をさせた．③その後，自分の経
験してきたスポーツ種目を自由に選択し，そのな
かから一つの動作を取り上げ，その動感画を描か
せた．描きたいスポーツ動作がない，あるいは思
いつかないという受講者には「垂直跳び」を描く
よう指示した．全ての動感画は 5コマ程度で描く
ように指示した．さらに，授業受講後に自由記述
による感想を求めた．
　なお，履修学生には動感画の巧拙を成績に用い
ないことを説明するとともに，動感画を分析利用
することについては承諾を得ている．

Ⅳ．結果と考察

1　動感の捉えについて
　動感画調査の結果，135 名中 135 名の回答があ
り，その内訳は垂直跳び 48 件，陸上競技 11 件，
野球 14件，バトミントン 7件，バレーボール 8件，
卓球 3件，バスケットボール 6件，ハンドボール
2件，テニス12件，ラグビーフットボール3件，サッ
カー 7件，ゴルフ 1件，剣道 3件，器械運動 5件，
弓道 3件，その他 2件であった．これらのなかか
ら以下，運動の展開順序が正しく描かれている事
例と正しく描かれていない事例をスポーツ種目別
に取り上げて，動感の捉えの特徴を考察する．
1－1　垂直跳び
　図 1には運動伝導の様相が捉えられている．①
まず視点が，やや上方のタッチを目指そうとする
場所へ両腕を前方に振り上げタイミングを測り，
跳び出そうとする意識が窺える．②跳び上がる準
備動作を大きくとり，両腕を背面側まで後ろに引
いている．また，脚も腿が地面と水平なる体勢で
予備緊張をしている．③両腕を振り上げる勢いを

脚のジャンプに利用している動きが描かれてい
る．④地面からの反発力を腰で受け止め膝も真っ
直ぐに伸びきって跳び上がれ，背中も弓のような
反り動作が描かれて，力感が伝わる．右手も目指
す場所に向かって肩から伸ばす意識も窺え，左手
も伸ばしてはおらず，無意識ではなく引き上げた
力の余韻がしっかりと描かれているため動感意識
の自覚が推察される．⑤目標に届き , 全身の脱力
感が左手の下がっている描写から伝わる．
　図 2の垂直跳びには，運動伝導が捉えられてい
ない．①その場に立ち跳ぼうとしている感じが視
点や腕の肘の伸びきった動作から感じられない．
②すでに空中動作の描写になっており，跳び上が
る際に腕を引く動作が必要と認識していても，足
の蹴り動作と協調しておらず，空中で腕を引くと
いった間違った運動動作の認識をしていると思わ
れる．③ 2コマ目と腕の引き下げ動作に変わりな
いが，空中では膝と腰の関節を曲げて跳び上がる
準備動作になっている．④跳躍の最高点では，両
腕を頭上まで引き上げている動作からこの学生
は，跳び上がる際に両腕の引き上げを強く志向し
ていると推察される．

図 1　動きの感じを捉えた垂直跳び

図 2　曖昧な捉えの垂直跳び

1－2　陸上競技
　図 3の走り高跳びの背面跳び動作には運動伝導
の様相がとらえられている．①踏み切り一歩前の
踏切準備局面から内傾動作を左足の接地位置と身
体の傾きから感じ取れ，左手の引いた姿勢は次の
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引き上げ動作に備えている．②踏み切り足を着い
た瞬間の左手の肘角度や左肩から身体が流れない
ようにブロッキングしていることから腕の使い方
に自覚があると考えられる．③視点も上向き，振
り上げ足である左足も左手からリードされるよう
に引き上げる動作に入っている感じがある．また，
身体全体も後傾姿勢が生まれ，起こし回転を利用
しようとしている．④振り上げ足と同時に両腕を
引き上げる動作が互いに協調しており，伸び上が
る感じがわかる．⑤バーに向かって背中を押し上
げられるように反り動作に入り , 背面跳び動作で
クリアランスに向かって跳んでいる様子が描かれ
ている．
　図 4 のクラウチングスタート動作の動感画に
は，運動伝導が正しく捉えられていない．これは
実際に自分自身が運動している描写なら間違って
いないが，おそらく理想のクラウチングスタート
を描いた動感画と考えられる．①スタート姿勢は
体重移動が腕の方にかけられているが，スタート
をして立ち上がる動作では，上半身がすぐに起き
あがる動作になっており，走るのが苦手な運動動
作の特徴が描かれている．②ストライドも狭く走
る動作の疾走感がなく腕振りも弱い印象を受け
る．③振り上げ足が最も上がっている時に接地し
ている軸足が身体の真下にある状態は，前方への
大きな移動を伴う運動では生じることはないの
で，その場で腿上げ動作をしているような描写と
感じ取れる．

図 3　動きの感じを捉えた背面跳び

図 4　曖昧な捉えのクラウチングスタート

1－3　野球
　図 5の投球動作の動感画は，運動伝導の様相が
とらえられている．①振り上げる足の角度も足裏
が地面を向いており，肩も少し上がり投球動作に
向かって予備緊張しているのがわかる．②次のコ
マでは , 球を投げる際には , 上から投げるイメー
ジが強いが，勢いをしっかりつけるため下から回
すように行う動作が前足接地の直前に描かれてい
る．③前足に体重をかけながら胴体をひねり投げ
られている．5コマに違和感はない．
　図 6の投球動作には運動伝導が正しく捉えられ
ていない．①セットポジションから足の振り上げ
方もひねりがなくその場で足を上げたようになっ
ているため軸足に体重がかけられていない．また
その際 , 両腕が地面に垂直に下げられているが，
実際には，このような動作では力強い球を投げる
ことはできない．その後も腕の位置がイメージで
きず，この学生は球を投げる際に，腕への意識が
希薄であると思われる．

図 5　動きの感じを捉えた投球

図 6　曖昧な捉えの投球

1－4　バドミントン
　図 7のバドミントンのショット動作には運動伝
導の様相が捉えられている．①上方のシャトルに
視点が向き，掌は上に向かい，左肘を曲げてタイ
ミングをとっている．それに加えショットの準備
も右肘を引き下げる感じで同時に描かれている．
②体重を右足側に少し曲げた状態で乗せて，左手
も今にも振り下ろそうとしている．③体重を左足
の方に移動させつつ，左手の肘を曲げながら引き
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下ろし，ラケット側の右手は肘を先行させラケッ
トは遅れて出るように手首の背屈を意識している
のがわかる．④フォロースルーの際の右手首のみ
前屈しているのはラケットを振り切れている証拠
動作である．また，右肘の内旋動作も含まれてい
ることから手の位置より肘の位置が高いことから
見て捉えられる．この学生は，現実にショットを
打つことをイメージして描くことができたと考え
られる．
　図 8のバドミントンのクロスフェイントヘアピ
ン動作の動感画では，運動伝導の様相が捉えられ
ていない．①ヘアピンを打つ際に，ラケットを持
つ方の足を 1歩踏み込んでいる意識は感じ取れる
が，それ以外にこの 5コマには力動性が感じられ
ない．ラケットの位置や身体の位置，関節の動き
などが変わらないことによると考えられる．

図 7　動きの感じを捉えたショット

図 8　曖昧な捉えのヘアピン

1－5　バレーボール
　図 9のスパイク動作の動感画をみると，運動伝
導の様相がとらえられている．具体的には，①踏
み切り動作において腕を背面から上方へ振り上げ
ていること．また，この振り上げ動作は脚のジャ
ンプのよく協調している．②ボールを打つ動作に
おいて，身体の反り姿勢から「ムチ運動」を使っ
ていること．③この「ムチ運動」において脚の曲
げ伸ばしを参与させて , 身体の安定を保っている
ことが描かれている．
　図 10 のサーブ動作の動感画は，正しく運動伝
導の様相が捉えられていない．①トスの上げる際

に視点が前方にあり，ボールを見ていない．②正
確にサーブを打つのに肝心な手のひらとボールの
インパクトの位置が身体より前方のため，この動
感画通りの運動では , ネットを超えるサーブを打
つことはできない．

図 9　動きの感じを捉えたスパイク

図10　曖昧な捉えのサーブ

1－6　テニス
　図 11 のテニスのショットの動感画は，運動伝
導の様相が捉えられている．①まず描いた角度が
正面という所にこの学生が意識しているコツを表
現しようと志向したことが窺える．②左手でボー
ルを掴むようにタイミングをはかり，右肘を曲げ
てテイクバック動作をしている．③打ちにいく動
作で腰からひねる動作がみられ，ラケットの軌道
は斜め下から斜め上へスイングし，顔の前まで
フォロースルーがきている動作が連動して描かれ
ている．
　図 12 のテニスのサーブ動作の動感画には，運
動伝導は捉えられていない．おおまかに「こんな
感じかな」とトスからラケットに当てるという動
作が描かれている印象を受ける．

図11　動きの感じを捉えたショット
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図12　曖昧な捉えのサーブ

1－7　サッカー
　図 13 のサッカーのキック動作は，コーナーキッ
クや強烈なシュートなどの遠距離へボールを運ぶ
ためのキック場面を描いていると思われる．①助
走スピードに乗ってボールの横に踏み込んで，②
蹴り足の腰周りのひねり動作を使い，③体の沈み
込みと伸び上がり，④蹴り足の大きな振り込み動
作と屈伸動作でボールを蹴り，⑤体のバランスを
保つように腕を使っていることが描かれている．
これらから，この学生はキック動作の動作感覚を
比較的詳細に対象化することができるものと考え
られる．
　図 14 のキック動作の動感画の特徴は，キック
準備の足の振り上げ動作は僅かであることと，腕
の使い方が不自然な動きになっていることであ
る．キック局面で腕手を伸ばして上挙するが，キッ
クのフォロースルー局面では下げていて，やや不
自然な動きを描いている．フォロースルーから終
末の局面については，腕と脚の左右の区別は分か
りにくい画となっているものの，体重移動の様子
をバランスよく描いている．このことから，キッ
ク動作に主要となる部分の動きについては動作感
覚が希薄であると考えられる．

図13　動きの感じを捉えたキック

図14　曖昧な捉えのキック

2　授業の感想
　授業後の感想は 135 名中 135 名の自由記述回答
があった．これらのなかから，対象授業において
取り上げた「動感画の描画」と「運動指導におけ
る運動観察」に関する内容が記述されているもの
を抽出した．
2－1　動感画の描画に関して
　図 15 は学生Aが描いた動感画であるが，サッ
カーのインサイドキックとみられる動感画が描か
れている．これをみると運動展開の順序に沿って
動作が描かれ，運動伝導の特徴が捉えられている．
これについて不格好な動感画になった（表 2）と
学生Aは感じている．この違和感は，動感画の
動きの感覚と自身の動きの感覚の両方を比べ，そ
の違いを探りが行われていることの証左であろう．

表 2　動感画の描画作業に対する学びについての報告

記述者 記述内容

学生Ａ

　特に指導をテーマにしている部分はとても興味深かった．演習で線画を
書いたが，自分でイメージしているものを書くと意外と不格好になったり
する．ということは自分は普段周りから見て不格好なプレーをしていた可
能性は高い．このようなところから気づき，修正できるというのがおもし
ろいと思った．

学生Ｂ

　運動を言葉や絵等で表現するのは本当に難しいと実感した．また，動き
を言葉や絵を表現している時頭を使って自分なりに表現しようという気持
ちが湧いた．普段は歩くことなど一瞬の出来事まで頭では考えていないけ
ど，立ち止まって考えると人間の体って本当に面白いなと感じた．
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　図 16 は学生 Bが描いたジャンプ動作である．
関節を曖昧に描き，屈伸動作は骨格構造上起こら
ない形式で描かれている．これについて学生Bは，
運動を言葉や絵等で表現するのは本当に難しい，
動きを言葉や絵を表現している時頭を使って自分
なりに表現しようという気持ちが湧いた（表 2）
と報告している．動感画描画作業によって，動き
を曖昧にしか想起できない現状にあるということ
を自覚させることになったと考えられよう．

図15　学生Ａの動感画

図16　学生Ｂの動感画

2－2　運動指導における運動観察に関して
　運動指導や動きの学習に関する内容の報告（表
3）では，「動きに対して意識をもつようにしよ
うと思った」，「運動するときの力の入れ方とか，
いつも気にしてなかった」，「運動は向いていない
のだと思っていましたが，実際は自分の身体の使
い方をわかっていないだけ」，「スポーツの得意不
得意にかかわらず自分の状態を表現する方法を会
得していれば，より個人にあったスポーツの楽し
み方や指導を行える」などに注目したい．これら
は，これまでは動いた結果への関心であったが，
動きそのものへの意識が向けられるように変化し
たことを意味しているものと言えよう．
　本授業はコロナ禍により対面式でなくオンライ
ン授業で実施した．資料はプレゼンテーションソ
フトのパワーポイントで作成し，動画を盛り込ん
で構成した．スポーツ運動学の運動認識方法の理
解させることを意図して，自身や他者の運動感覚
を内的視点から探索して捉えている事例や運動者
の動感に共振する練習事例を紹介するようにし

た．このような授業意図に対して，ここに示され
ている学生の感想から一定の授業成果が得られた
と判断できよう．

Ⅴ　まとめと課題

　本研究では，動感画の描画演習の実践調査を通
して運動観察能力の分析を行った．その結果，本
研究の調査対象においては，動感内容を観察する
ことへの関心をあまりもっていない人が多いとい
う現状が分かった．また，動感を想起してその内
容をどのように捉えているのか，捉えることがで
きているのかについては，自身の動きを鮮明に捉
えることのできる人はあまり居ないことが分かっ
た．
　調査対象の学生は高等学校までの体育科の教育
を学修してきており，学習指導要領において学習
内容として示されている「運動観察の方法」につ
いても，動きの内容と的確に伝え合うことができ
る程度にまで到達していることが望まれる．しか
しながら，全体としてみると必ずしもそうではな
かった．運動学習のなかで，自身や他者の動きか
たに対してより関心を高め，動感について意識的
なふり返り作業を重ねる学習指導を検討する必要
があろう．
　さて，本研究では動感画描画の解釈作業におい
て回答者の意図を確認する作業が行うことができ
なかった．動感そのものは借問によって確かめな
ければ推察に止まる．また，動感画描画の作業に
おいて情況設定していなかった．そのため，どの
ような場面で，どのようなことを目指して，どの
ようにやろうとしたのか，いう背景は，描き手に
委ねられていた．そのため，動感画に描かれてい
る動きがその情況において目的に適った，そして
本人の技量に応じた適切な動きを選択し構成する
能力を探っていくこと（金子，2007，pp.350-366）
はできない．したがって，描かれた動きの善し悪
しを単純に評価することはできない．
　また，運動観察では，いかに動きのテクストを
読み取るかが問題となる（金子，2002，pp.518-
522，2005，p.154）．このテクストとは，どのよ
うな動きかたをどのように動きを身につけてきて
今どのような状態にあるのか，そしてどのような
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ことを感じたりできたりするのかといった背景を
捉え，なぜそのような動きをしているのか，せざ
るを得ないのか，という動きの意味を捉えること
である．自分の動いた感じや心情を述べるだけで
は動感理解に迫ることにはならない（金子，
2009，p.105）．自分の身体財産となっている身体
性をもつ運動経験を動員する潜性自己運動による
観察によって，動感理解にアプローチしていける
（金子，1987，pp.122-123）．これらのことを踏ま
えて運動観察能力の調査を行うことが今後の研究
課題である．

注

注 1 ）運動の言語化の「言語」について本論では，
書き言葉や話し言葉だけでなく，擬態語や擬
声語や喩え表現（オノマトペ），身振り手振
りなどのゼスチャー，動感を表す絵（動感画）
や図までも含めた広義の言語と捉える．

注 2 ）学習指導要領解説において「運動観察の
方法」に関係する事項の記述には，例えば小
学校第 5学年および 6学年の器械運動の「思
考力，判断力，表現力等」において「タブレッ

表 3　授業の感想表 3　授業の感想

回答者 記述内容

学生Ｃ
　ただ言葉で飛ぶ，〇〇を上げる，等口にしても伝わりにくく，相手の動
感を大切に考えることが重要だと思った．自分が運動する際も，ただ〇〇
をする，ではなく自分の動きに対しての意識を持つようにしようと思った．

学生Ｄ
　私は運動神経が悪い方で，お母さんからは，遺伝でごめんねって言われ
てたけど，運動するときの力の入れ方とか，いつも気にしてなかったこと
を少しでも気にするだけで，変わるのかもしれないなと思いました．

学生Ｅ
　自分が理解していることを他人に教えるということは難しいと思った．
また，経験してきたことによって教えたことの理解度や捉え方が違うこと
も考慮しないといけないので大変だと思った．

学生Ｆ

　スラムダンクでも，桜木花道が自分のバスケットの動画を見てシュート
フォームをなおすシーンがたぶんありました．人のマネをしてうまくなっ
ているつもりでも側から見たら全然うまくないことを知ることができるの
で，動画で自分の運動を見返すことはとても賢い方法だと感じました．

学生G

　私はこれまで自分は運動神経が悪いから運動は向いていないのだと思っ
ていましたが，実際は自分の身体の使い方をわかっていないだけで , 意識
やトレーニングで変えていける部分も結構多いのではないかと感じまし
た．

学生H
　部活の後輩に指導するときは人それぞれ捉え方が違う教え方ではなくイ
メージしやすい例えなどを用いた教え方をしようと思った．

学生 I
　あまり考えた事の無い部分の話だったので驚きが多かった．体の動かし
方についてこれから意識してみようと感じた．

学生 J
　今回，スポーツ運動学というまったくもって知らなかった分野の講義を
聞いて運動ができるようにする指導法・コツやカンを伝える言葉や観察力
についての学問だということが知ることができた．

学生K

　他人の運動感覚を完全に理解することを完璧には行うことはできない
が，スポーツの得意不得意にかかわらず自分の状態を表現する方法を会得
していれば，より個人にあったスポーツの楽しみ方や指導を行えることが
わかった．
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トやデジタルカメラなどの ICT 機器を活用
して，動きのポイントと自己や仲間の動きを
照らし合わせ，技のできばえや次の課題を確
認するなど，自己の課題を見付けること」，「グ
ループの中で互いの役割を決めて観察し合っ
たり，学習カードや ICT 機器を活用したり
して，つまずいていた技や演技のこつやわ
かったことを，文字や図で書いたり，映像を
活用して発表したりするなどして，仲間やグ
ループに伝えること」とある（文部科学省，
2017a，p.129）．

　　　中学校第 3学年の器械運動の「知識及び技
能」における知識には，「運動観察の方法では，
自己の動きや仲間の動き方を分析するには，
自己観察や他者観察などの方法があることを
理解できるようにする．例えば，仲間の演技
からよい動き方を見付けたり，ビデオなどの
映像を通して自己の演技と仲間の演技の違い
を比較したりすることで，自己の取り組むべ
き技術的な課題が明確になり，学習の成果を
高められることを理解できるようにする」と
示されている（文部科学省，2017b，p.75）．

　　　高等学校においては入学年次の次の年次以
降の器械運動の「思考力，判断力，表現力等」
のなかで，「自己や仲間の考えたことを他者
に伝えるとは，自己や仲間の課題について，
課題解決 の過程を踏まえて思考し判断した
ことを，根拠を示したり他者に配慮したりし
ながら， 言葉や文章などで表したり，他者に
わかりやすく伝えたりすることを示してい
る」（文部科学省，2018，p.73）．

　　　この器械運動と同様に，「運動観察の方法」
に関する事項は各運動領域それぞれにおいて
示され，小学校から高等学校まで計画的に指
導するように学習課程が構成されている．

注 3 ）スポーツ運動学の理論については，佐野（佐
野，2020，pp.10-24）を参照して欲しい．

注 4 ）運動観察に関する記述は，平成 10 年に告
示された中学校学習指導要領解説保健体育編
（文部省，1999）においては明示されてはお
らず，平成 20 の同書（文部科学省，2008）
から第 3学年における各運動領域の「知識・

思考・判断」のなかで「運動観察の方法」と
して明示されるようになった．平成 29 年の
同書（文部科学省，2017b）においては体育
分野の内容構成が ⑴知識及び技能，⑵思考
力，判断力，表現力等，⑶学びに向かう力，
人間性等，に再編されて，「運動観察の方法」
は第 3学年の「知識及び技能」における「知
識」の内容に位置づけられている．高等学校
の学習指導要領解説保健体育編においても，
平成 11 年の同書（文部省，1999b）には運
動観察を明示する記述はなく，平成 21 の同
書（文部科学省，2009）から明示されるよう
になった．

付　記

　本研究における授業実践と動感画描画の指導と
実施調査については，第一筆者である近藤が行っ
た．なお，本研究の一部は，学術研究助成（基盤
研究（C）課題番号 19K11574）を受けた．
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